
平成 29年度 東京都スポーツ少年団空手道交流大会実施要項 
           

主   旨 東京都スポーツ少年団に登録する団員及び指導者が、空手道競技の交流により団員相互の 

交歓を深めると共に青少年の健全な育成と体力の向上を目指し、団活動をいっそう活発化 

させることを目的とする。       

            

競技種目     形競技   組手競技 

  1. 幼年の部（平成 30年度小学 1年生）  男女混合  個人戦   男女混合  個人戦 

  2. 小学生 1年生の部    男子・女子 個人戦   男子・女子 個人戦 

  3. 小学生 2年生の部    男子・女子 個人戦   男子・女子 個人戦 

  4. 小学生 3年生の部    男子・女子 個人戦   男子・女子 個人戦 

  5. 小学生 4年生の部    男子・女子 個人戦   男子・女子 個人戦 

  6. 小学生 5年生の部    男子・女子 個人戦   男子・女子 個人戦 

  7. 小学生 6年生の部    男子・女子 個人戦   男子・女子 個人戦 

  8. 中学生 1年生の部    男子・女子 個人戦   男子・女子 個人戦 

9. 中学生 2年生の部    男子・女子 個人戦   男子・女子 個人戦 

10. 中学生 3年生の部    男子・女子 個人戦   男子・女子 個人戦 

    ※ 各クラスの出場人数により変更の場合があります。 

    ※ 2学年で戦う学年の場合は、各学年ごとに順位を出し、各学年ベスト 4が決勝進出 

        

競技規定 (公財）全日本空手道連盟競技規定に準じて、大会規定及び申し合わせ事項により行う。 

 

競技方法 1 形競技        

   ① トーナメント方式で旗判定にて行う。 

   ② 2名にて赤・青同時に決勝まで競技する。     

   ③ 準々決勝まではゲキサイ第 1・第 2、平安又はピンアン初～5段の中から選択し、 

同じ形を繰り返し演武出来る。       

   ④ 準決勝は全空連指定形の中から選択し演武する。    

  決勝戦は全空連指定形のこれまで演武していない形・得意形リストに記載してある 

形の中から選択し演武する。準決勝と決勝戦は同じ形を演武出来ない。 

  但し、幼年・小学 1.2年生は 1つの形を決勝まで演武してもよい。 

  2 組手競技        

   ① トーナメント方式で行う。 

② 競技時間、幼年・小学 1.2年生 1分、小学 3年生以上 1分 30秒とする。 

③ 時間内に 4ポイント差がついた時、又は時間終了時ポイント数の多い選手が勝者となる。

ポイントが同数の場合で先取が無い場合は旗判定で決定する。 

④ テンカウントルールは採用しない       

           

傷害処置 出場者が競技中負傷した場合、主催者において応急処置を致しますが、以後の処置について 

は一切責任を負いかねますのでご了承ください。 

又、出場者は全員スポーツ保険に加入しておく 

      

参加資格 1 平成 29 年度東京都スポーツ少年団に登録された団員、指導者（申込日までに登録済の者）

  2 引率者は必ず各団 1名以上有する。その引率者はスポーツ少年団の認定育成員又は認定 

員であること。※選手だけの参加は不可     

   3 他県との重複参加は、不可。        

           

関東大会選考会（日程：平成 30年 4月 29日（日・祝）東京武道館 第 2武道場 ※予定）  

小学 3・4・5年生各クラス、ベスト 8位（又はベスト 16位）までに入った選手は、平成 30 

年度春季東京都スポーツ少年団競技別交流大会空手道競技、兼、平成 30年度関東ブロック 

スポーツ少年団競技別交流大会空手道競技選考会に出場できる。 

           

参加申込 参加希望団は空手道部会事務局にご連絡ください。大会資料をお送りいたします。 

  連絡先 E-mail  kenshinkan437@yahoo.co.jp   

   郵送  〒125-0061東京都葛飾区亀有 4-3-7 

 東京都スポーツ少年団空手道部会 事務局  

     事務局長  服部江身子 

※問い合わせは、Ｅ－ｍａｉｌ・郵送でお問い合わせください。 


